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地域オープンデータプラットフォーム、及び分析結果の
データの環流の仕組み作りと土砂災害防止への応用 
～最先端のセンサーネットワーク研究成果の応用スキーム～ 

 
平成27年度 地方創生に資するデータ活用プラン中間報告会 2016/01/21 13:00-15:00 

ＴＫＰ赤坂駅カンファレンスセンター １３階 ホール１３Ｃ 

本日の内容 
本研究課題のポイント 

オープンデータとシステムの活用スキーム 
2016/01/21 時点での成果 
まとめと今後の展望  

鈴木 彦文  
h-suzuki@shinshu-u.ac.jp,  信州大学 総合情報センター  副センター長 准教授 

資料3-4 
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本研究課題のポイント 

（１） 産学官連携研究の成果をオープンデータ化するスキーム 
様々な自治体が、様々な研究者と共同で活動しているが、
その成果を公開するためのスキームを構築する 
 

（２） オープンデータを循環的に生成するスキーム 
（１）のような先端研究や自治体の防災や農業等の支援活
動から発生した長期的なデータをオープンデータ化するだけ
でなく、新たなオープンデータを循環的に生成するスキーム
を創造する 
 

（３） オープンソースによる成果の公表 
ノウハウが詰め込まれた閉じたアプリケーションではなく、
オープンデータを処理するアプリケーションをオープンソース
で公開する 
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オープンデータとシステム(本取り組み)全体スキーム 
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最先端の研究データや研究成果をオープン
データ化するシステムの構築 
 
塩尻市におけるセンサーネットワークの全てのセン
サーデータDBと連動、生のデータだけなく意味付け
(様々な分析を施した)したデータを動的に取得可能
なシステムの構築を実施 
 

各種センサー
データの取得、
研究データの
オープンデータ
化・グラフ化 

塩尻市によ
る評価 

(消防防災課、
情報政策課) 

塩尻市による評価 
 
消防防災課 : 防災・減災に関する研究成果の説明と
 共に本システムを紹介し今後の運用に関する
キック オフを実施 
 
情報政策課 : システム構築支援及び運用対応の調
 整を実施 

(本取り組み)全体スキームと現在の状況(2016/01/21) 
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構築したシステムの紹介 

土中水分量情報 ホーム画面 

オープンデータと
してDL 

塩尻市・一般向け
のグラフ生成 

対象センサー選
択など 

生データ、分析後
のデータかを選択 

アルゴリズムに応
じた種別選択 
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構築したシステムの紹介 

オープンデータと
してDL 

対象アルゴリズム
による視覚化 

警報レベル設定 

3117 土砂災害センサー EC10D 画面(3117センサーの生データ) 
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構築したシステムの紹介 ポイント1 

• 研究段階のデータへの対応 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究段階のセンサーからの生データ(独自フォーマット) 
 
オープンデータの対象となるデータは、研究段階で試行錯誤しながら開発しているた
めデータフォーマット(特殊なデータ形式)やデータ列そのものも不定(開発するごとに
変わる – 研究開発段階ではあたりまえだが、それを吸収できる)  
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構築したシステムの紹介 ポイント2 

• データを分析するアルゴリズムの変更・追加は、スクリプト
言語（php）の変更により、比較的簡単に実現可能 

 

• しきい値や分析アルゴリズムなどの主要な設定はプログラム
ではなくファイルにて記述するため、運用が容易 

 
• システムそのものをオープンソース化(今回はシステムとして
組み込んだ物を塩尻市のクラウドで運用) 
 

• クラウドの活用によるコスト削減 
 

• 塩尻市によるシステムの運用提言と実現 
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まとめと今後の展望 

センサーに関わるデータを公開することで次の効果を期待 
 
• ボランティアによる拡張(未処理のセンサーへの対応) 
• 高校生や大学生の学習テーマ(興味を持った学生 -> 勧誘) 
• 第一線の研究者の研究(土木や安心安全に関わる分野) 
• 異分野の専門家の研究(データ解析やデータマインニング等) 

様々な人のアイデアを取り入れられるオープンデータ 

単に「集めて終わり」のオープンデータではなく「時事、刻々と積
み重ねられる最先端で身近な」オープンデータ 

先端研究のデータと成果をオープンデータ化 
データを処理する計算式を柔軟に組み込み 
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積み残し課題 

最先端のセンサー以外のデータのオープンデータ化 
まとめと今後の課題にも掲げたように、センサーに関する情報
を開示しオープンデータのボランティアや専門家の参加を募り、

本取り組みの輪を広げて行く 
 

オープンデータとしては csv 形式による公開となる 
継続的な取り組みとしてXML 形式での公開は標準規格などを
調査の上 csv 形式から変換する仕組みを実現して行く(こちらも
ボランティアなどを募集する) 

本プロジェクトの積み残している課題(スキームに乗っていない)
は次の通り 

オープンデータ・ビッグデータ関連イベントの材料にする 


